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第一章では、 α ， ß -不飽和カルボ、ニル化合物のアリール化反応について検討したところ、通常の溝呂木-Heck 反応
で見られる、。位アリール化ではなく γ 位アリール化が選択的かっ効率よく進行することを見い出した。
第二章では、アルキルアリールケトンや α ， ß ・不飽和カルボニル化合物などのカルボ、ニル化合物を過剰量の芳香族
臭化物とともに処理することにより、一挙に複数のアリール基を導入することに成功した。




















(3) 0 ージプロモベンゼンあるいは 0 ・ブロモベンズアルデヒドと、カルボニル化合物との反応により、二つの炭素ー炭
素結合あるいは炭素-炭素結合と炭素一酸素結合が円滑に形成され、ベンゾフラン、べンゾシクロブタン、および
ナフトール誘導体などが得られることを見い出している。
(4)第三級ベンジルアルコールのアリール化反応が、芳香族炭素ー水素結合の切断だけでなく、ベンジルアルコールの
s〆-8J戸炭素一炭素結合の切断をともなって進行し、ピアリールが生成することを示している。この反応はアリー
ル金属種を用いない触媒的アリールーアリールカップリングの新手法として有用であると考えられる。
以上のように、本論文は、パラジウム触媒反応に対する様々な検討を行い、合成化学的観点から非常に興味深く、
有用ないくつかの新しい反応の開発に成功している。その成果は、有機合成化学および有機金属化学の発展に寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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